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　東日本大震災から6年が経とうと

している中、震災からの真の復興に向

け、昨年より「復興・創生期間」へと

次のステージに移りました。それに呼

応するかのように、東京オリンピッ

ク・パラリンピックやラグビーワール

ドカップ2019の開催に向けて、東

京のみならず東北地方にも震災直後に

比べ、多くの外国人観光客が訪れてい

ます。世界中が日本に注目している中

で、「復興・創生」に建設業が大きく

貢献していると感じながら今号を読ん

でいただけたら幸いです。（K）

　今号のけんせつ小町の取材では、大

阪府茨木市へ行きました。JR京都線

の高槻駅で電車を降りようと扉の前に

立ったらびっくり！プロレスリングに

張ってあるワイヤーロープのようなも

のが、真上に上がっていくのです。初

めて見る光景に呆気にとられてしまい

ました。調べてみると、昨年に導入し

たばかりの「昇降式ホーム柵」とのこ

と。従来のものより低コストで、ホー

ムドア未設置の駅への普及を目指して

いるそうです。安全確保は業界問わず

最優先事項ですね。（M）
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十
九
世
紀
半
ば
か
ら
二
十
世
紀
前
半
に

か
け
て
世
界
中
で
建
設
さ
れ
た
集
合
住
宅

は
、
庶
民（
と
り
わ
け
労
働
者
た
ち
）に
も

快
適
な
生
活
を
行
き
わ
た
ら
せ
よ
う
と
い

う
強
い
信
念
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
加
速

す
る
工
業
化
と
並
行
す
る
形
で
資
本
家
・

政
治
家
・
官
僚
・
建
築
家
た
ち
の
知
恵
を

結
集
し
、
大
規
模
か
つ
精
力
的
に
展
開
さ

れ
た
集
合
住
宅
の
建
設
計
画
。
そ
の
い
わ

ば
「
夢
の
軌
跡
」
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

ウ
ィ
ー
ン
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
パ
リ
そ

し
て
日
本
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
「
夢
の
軌
跡
」
を
徹
底
的
に
現
地
調
査

し
、
今
日
的
視
点
で
再
評
価
し
た
の
が
本

書
で
あ
る
。

　
筆
者
は
調
査
を
通
し
、
貧
富
の
格
差
拡

大
の
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
る
今
日
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
地
で
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
を
め
ざ
し

た
二
十
世
紀
の
集
合
住
宅
が
見
直
さ
れ
つ

つ
あ
る
状
況
が
、
い
つ
の
日
か
、
公
共
住

宅
復
権
の
歯
止
め
に
つ
な
が
る
と
期
待
を

高
ま
ら
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
ユ
ー
ト

ピ
ア
」
を
構
想
し
た
時
代
の
「
夢
の
軌
跡

と
し
て
の
集
合
住
宅
」
に
は
、
二
十
一
世

紀
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
学
ぶ
べ
き
教
訓
が

詰
ま
っ
て
い
る
と
結
ん
で
い
る
。

集合住宅
─20世紀のユートピア
ちくま新書


